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10年後の地域医療への贈り物
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第１回 自治医科大学
高校生小論文コンテスト

募集期間
2018年

4/2～6/1

【応募資格】
日本国内の高等学校に在籍している生徒（1〜3 年生）

【賞】
大賞（１名）
自治医科大学 医師体験セミナー参加権*
図書カード10万円分＋お楽しみ袋（自治医大グッズ）

優秀賞（若干名）
自治医科大学 医師体験セミナー参加権*
図書カード５万円分＋お楽しみ袋（自治医大グッズ）

入賞（総計20名）
自治医科大学 医師体験セミナー参加権*
お楽しみ袋（自治医大グッズ）

＊交通費、宿泊費を含む（セミナー：7.26~27）
交通費は高校最寄りの公共交通機関から大学までの旅費を支給（大学旅費規程による）

【最終審査会・表彰式】
2018. 7. 26（木）

ダ・ヴィンチ体験も
できる医師体験セミナーの

参加権をゲットしよう !!
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第１回 自治医科大学 高校生小論文コンテスト

半世紀近く地域医療の担い手を育て地域医療のあり方を提案し続けて来た自治医科大学は、次世代を担う高校生
のみなさんと一緒に、身近な地域医療のこれからのあるべき姿を考えたいとの思いから、小論文コンテストを企画しました。
皆さんからの斬新な提案をお待ちしています。

【テーマ】平成30年度テーマ： 10年後の地域医療への贈り物
【応募資格】
・日本国内の高等学校に在籍している生徒（1〜3年生）
【字数・応募方法】
・字数：1,200字（所定の原稿用紙３枚）以内
・郵送での応募に限る（メールでの応募は受け付けません）。
【募集期間】
・2018年4月2日(月)〜6月１日(金)（消印有効）
【注意事項】
・応募論文は、応募者本人が日本語で執筆したもので未発表のものに限ります。
また、本コンテストへの応募作品を他のコンテスト等へ重複して応募することは認められません。
・応募は、自治医科大学ホームページ内の「自治医科大学 高校生小論文コンテスト」ページにある
「応募用紙（原稿用紙）」をダウンロードして使用してください。
・論文の中で他の著作物を引用する場合は、その箇所を明記するとともに、論文の最後に出所を記載してください。
・他の著作物からの盗用（全部、一部）が確認された場合は、失格とし、所属高校にその由伝える場合があります。
・論文には課題以外の独自の副タイトルをつけても結構です。
・図表を付けても構いませんが、2つ以内とします。
図表のタイトル、参考文献（5つまで）一覧などは、字数に含みません。
・応募論文の著作権は、自治医科大学に属します。
・応募用紙に記入された個人情報は、本コンテストに関する諸連絡以外には使用しません。
・本小論文コンテスト入賞者は、自治医科大学 医師体験セミナーに招待することを前提していることから、
セミナーへの参加を辞退したりセミナーに欠席したりした場合は、大賞および優秀賞の選考から外されます。

【入賞者の発表】
・自治医科大学ホームページで発表し、本人には郵送でお知らせします。
※入賞者の氏名・学校名・学年および入賞した論文のタイトルを公表することをあらかじめ了承してください。
【最終審査会・表彰式】
・2018年7月26日（木）表彰式を行い賞を授与します。
【自治医科大学 医師体験セミナー】
・2018年7月26日（木）午後~7月27日（金）午前にわたって行われます。

＜問い合わせ先＞
〒329-0498 栃木県下野市薬師寺3311-1
自治医科大学 大学事務部 学事課
「小論文コンテスト」係
Tel：0285-58-7045 Fax：0285-44-3625
Email：jichinyu@jichi.ac.jp

永井 良三
自治医科大学 学長

1974年 東京大学医学部卒
業。医学博士。1983年 米
国バーモント大学留学。
2003年 東京大学医学部附
属病院病院長。2012年よ
り現職。ベルツ賞、日本医
師会医学賞など多数受賞。

審査委員長

武藤 真祐
医療法人社団鉄祐会 理事長

1996年 東京大学医学部卒業。2014年
INSEAD Executive MBA。東大病院、
三井記念病院にて循環器内科、救急医
療に従事後、宮内庁で侍医を務める。
2010年 在宅医療を提供する「祐ホー
ムクリニック」を設立。在宅医療介護
の情報連携においては、総務省等省庁
事業としてICTプロジェクトを指揮。東
京医科歯科大学医学部臨床教授、日本
医療政策機構理事。

特別審査員

本田 麻由美
読売新聞東京本社
編集局生活部 次長

医療情報部、社会保障部などで主に
医療・介護の取材を担当し、認知症
や在宅医療の企画を手がけてきた。
２００２年に乳がんが見つかり、治
療を続けながらコラム「がんと私」
を朝刊で６年間連載し、国内外の医
学記事賞を受賞。厚生労働省厚生科
学審議会委員、東大大学院非常勤講
師（医療コミュニケーション学）な
ども務める。

特別審査員

審査員

福嶋 敬宜 自治医科大学 教授（病理診断部）
髙瀨 堅吉 自治医科大学 教授（心理学）
清水 敦 自治医科大学 准教授（緩和ケア部）
青山 泰子 自治医科大学 准教授（社会学）
淺田 義和 自治医科大学 講師（情報センター） 他


